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再発見�
芦屋の自然�

　
冬
か
ら
春
先
ま
で
は
市
内
で
よ
く
見
か
け

た
鳥
で
、
初
夏
の
頃
か
ら
急
に
姿
が
見
え
な

く
な
る
も
の
が
い
ま
す
。
シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
な

ど
カ
ラ
類
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
鳥
た
ち
は
里
山
の
時
代
か
ら
秋
よ
り

春
に
か
け
て
は
里
に
下
り
、
暑
く
な
る
と
ま

た
山
地
の
森
林
に
帰
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

里（
街
中
）に
い
る
時
は
よ
く
目
に
つ
き
親
し

ま
れ
て
い
る
の
で
、
ご
存
知
の
か
た
も
多
い

鳥
た
ち
で
し
ょ
う
。�

　
シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
は
、
芦
屋
川
畔
な
ど
に
見

ら
れ
る
カ
ラ
類
で
、
ス
ズ
メ
よ
り
少
し
小
さ

く
、
尾
が
長
め
、
頭
と
喉
が
黒
、
頬
は
大
き

く
白
色
が
目
立
ち
ま
す
。
背
面
は
青
灰
色
で

腹
は
白
く
、
喉
か
ら
続
く
黒
帯
が
中
央
に
縦

に
あ
る

の
で
、
ま

る
で
ネ

ク
タ
イ

を
締
め

て
い
る

よ
う
で

す
。
囀

り
は
ツ

ツ
ピ
ー
、

ツ
ツ
ピ
ー
ま
た
は
ツ
ツ
ピ
ン
、
ツ
ツ
ピ
ン
を

繰
り
返
し
ま
す
。
地
鳴
き
は
チ
ッ
、
チ
ッ
あ

る
い
は
ジ
ュ
ク
、
ジ
ュ
ク
、
ジ
ュ
ク
が
普
通

で
す
。�

　
岩
園
地
域
や
城
山
周
辺
で
見
ら
れ
る
ヤ
マ

ガ
ラ
は
ス
ズ
メ
大
の
カ
ラ
類
で
、
シ
ジ
ュ
ウ

ガ
ラ
よ
り
尾
が
短
く
、
か
な
り
太
っ
て
見
え
、

頭
も
大
き

い
感
じ
が

し
ま
す
。�

ク
リ
ー
ム

色
の
頬
、

黒
い
喉
、

栗
色
の
腹

が
特
徴
で
、

色
か
ら
シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
と
は
す
ぐ
区
別
で
き

ま
す
。
囀
り
は
シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
よ
り
テ
ン
ポ

の
遅
い
鼻
声
で
ツ
ー
ツ
ー
ピ
ー
、
ツ
ー
ツ
ー

ピ
ー
と
鳴
き
ま
す
。
京
都
の
八
坂
神
社
で
お

札
を
取
り
出
す
芸
を
す
る
の
は
こ
の
鳥
で
す
。�

　
カ
ラ
類
に
よ
く
似
た
エ
ナ
ガ
は
、
ス
ズ
メ

よ
り
小
さ
な
体
で
、
そ
の
名
の
よ
う
に
長
い

尾
を
持
つ
の
が
特
徴
で
す
。
背
面
は
葡
萄
色

で
顔
は
白
色
、
濃
紫
褐
色
の
眉
線
が
は
し
り
、

腹
面
は
白
色
で
す
。
鳴
き
声
は
ジ
ュ
リ
ジ
ュ

リ
が
基
本
で
、

チ
ッ
、
ツ
ッ
、

チ
ー
チ
ー
な

ど
と
も
鳴
き

ま
す
。
こ
れ

ら
の
三
種
は
、

冬
季
は
混
成

群
を
つ
く
っ

て
の
行
動
が
多
い
よ
う
で
す
。�

　
カ
ラ
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
冬
に
は
市

内
の
樹
木
の
あ
る
公
園
な
ど
に
見
ら
れ
る
小

形
の
キ
ツ
ツ
キ
、
コ
ゲ
ラ
も
今
は
山
地
に
移

動
し
て
い
ま
す
。
全
長
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
日
本
で
一
番
小
さ
い
キ
ツ
ツ
キ
で
す
。�

焦
げ
茶
色
と
白
色
の
横
縞
模
様
の
背
、
白
い

眉
斑
が
特
徴
で
す
。
鳴
き
声
は
ギ
ィ
ー
、
ギ
ィ
ー

と
軋
ん
だ
よ
う
な

声
を
だ
し
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
鳥
た

ち
は
、
今
の
時
期

で
も
芦
屋
の
森
林

に
行
け
ば
出
会
え

ま
す
。
暑
い
夏
、
優

雅
に
避
暑
を
楽
し

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

�

　
芦
屋
市
環
境
づ
く
り
推
進
会
議
委
員�

古
市
　
景
一�

�

＊（
注
）の
写
真
は
『
野
鳥
の
図
鑑
　
陸
の
鳥

q
』（
保
育
社
）よ
り
転
用�

の
ど�

ほ
お�

さ
え
ず�

山
地
と
里
を
行
き
来
す
る�

　
　
親
し
み
深
い
鳥
た
ち�

―
―

芦
屋
の
鳥
シ
リ
ー
ズ 

④

―
―�

市内でよく見かけるシジュウガラ�

城山山頂でのヤマガラ�

エナガ(注)

ぶ
ど
う�

ま
ゆ�

し
ま�

ま
ゆ
は
ん�

き
し�

ふ
だ�

イ
ベ
ン
ト
　
ス
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル

花火大会(1,375発)　午後８時～午後９時

ステージイベント　 午後２時～午後９時

縁日(約100店舗)　　午後３時～午後９時

潮見町� 若葉町� 高浜町� 浜風町�

あゆみ橋�

阪神高速道路�湾岸線�

陽光公園�

高層住宅�

芦　屋芦　屋�
サマーカーニバル会場サマーカーニバル会場�
芦　屋�
サマーカーニバル会場�

●阪急バス�
　  浜風大橋南�
　　  バ ス 停�

宮
　
川�

芦
屋
川�

潮
風
大
橋�

浜
風
大
橋�

日
　
時
　
八
月
六
日(

日)

午
後
二
時
〜
午
後
九
時

会
　
場
　
南
芦
屋
浜
地
区
・
陽
光
町
　
　
　
　

交
　
通
　
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
・
南
芦
屋

浜
地
区
は
全
域
駐
車
禁
止
。(

臨
時
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん)

阪
急
バ
ス
「
浜
風
大
橋
南
」
バ
ス
停
下

車(

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
・
阪
急
芦
屋

川
駅
・
阪
神
芦
屋
駅
か
ら
バ
ス
の
増
便

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
宮
川
小
学
校

前
」
バ
ス
停
か
ら
会
場
ま
で
直
通
便
が

出
ま
す)

お
願
い
　
ボ
ー
ト
等
に
よ
る
海
上
か
ら
の
花
火
観

覧
は
危
険
で
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。  

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
市
民
ま
つ
り
協
議
会
　
1
@2 

６
９
４
６

(
月
・
水
・
金
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時)

阿保親王塚

演出／大森一樹（映画監督）　撮影／山口宏（写真家）　イラスト／なかにし和子

まつ

　阿保親王(在原業平の父)が祀られていると
の伝承をもつ古墳。この地は、古くから「親
王さんの森」として親しまれ、今も緑につつ
まれ、静寂を保ち続けている。

芦
屋
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

第
22
回21

世
紀
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
「
夢
　
２
０
０
０
　
芦
屋
」

＊ステージイベントの開始時間が変更されました。

サマーカーニバルを
　私たちの手で成功させよう！

ボランティア・百円募金に
ご協力をお願いします

人口と面積〈平成12年７月１日人口〉 ■住民基本台帳＋外国人登録　総数85,566／男39,798／女45,768／世帯数36,527　■推計人口　総数79,348／男36,700／女42,648／世帯数32,913〈面積〉18.57KG

【芦屋芸術村むらまつり
～クラシックコンサート】

①第12回兵庫のまつり―ふれあ
いの祭典県民提案事業

●日時…８月６日(日)18時～●
会場…淡路花博・ふれあいス
テージ●出演…芦屋フィルハー
モニー管弦楽団
②芦屋芸術村・むらまつりコン
サート

●日時…８月12日(土)10時～11
時●会場…セシリアサロンクラ
シックホール●出演…日比野久
美子(フルート)、下西美都(チェ
ンバロ)●費用…一般1,500円、
小・中学生800円●連絡先…芦
屋芸術村・村役場(135-5889)

【子どもヨット教室】
●日時…８月６日(日)10時～16
時●会場…県立海洋体育館●対
象…小学５年生～高校生(先着
10人)●費用…100円(保険料)●
連絡先…芦屋ヨットクラブ・中
西(123-3949)

【市民ハイキング】
●日時…８月６日(日)８時●集
合場所…阪急芦屋川駅北広場●
行き先…荒地山●費用…250円
●持ち物…昼食ほか●連絡先…
大山(131-1923夜間のみ)

【生と死を考える講座 ５】
●日時…８月７日(月)13時30分
～15時(直接会場へ)●会場…市
民センター203室●講師…古田
嘉雄氏(武庫川女子大学名誉教
授)●費用…300円●連絡先…21
世紀あしや生涯学習・村尾
(1078-811-3949)

【中高生のためのやすらぎの
部屋】

●日時…８月８、15、22、29日
(火)13時～18時●会場…図書館
集会室●対象…中高生●連絡先
…ヨッシーくらぶ・守上(123-
6854)

【母と子のいこいの部屋】
●日時…８月８、15、22、29日
(火)10時～11時30分●会場…図
書館集会室●内容…母と子が絵
本、紙芝居を通しておはなしに
親しむ●連絡先…バルーン・川
上(131-3588)

【デザートだってリサイクル】
●日時…８月10日(木)13時30分
～16時●会場…市民センター料
理室●内容…材料を丸ごと使っ
たリサイクル料理講習会●講師
…イーフ21の会・福井幸男氏●
対象…小学校高学年以上の男女
●費用…1,000円(材料代込み)エ
プロン、ふきん持参●連絡先…
たまき

環(132-6936)

【住まいの市民教室と無料相談】
●日時…８月12・26日、９月
９・23日、いずれも土曜日13時
30分～17時●会場…メイン六甲
Ａビル５階会議室Ｅ(JR六甲道
駅南隣)●内容…「手抜き工事
の見分け方」ほか●連絡先…一
級建築士事務所・阪神住宅検査
協会(134-0241)

　
渡
り
鳥
も
旅
鳥
も
見
か
け
な
く
な
っ
た

芦
屋
川
の
川
尻
に
、
カ
ル
ガ
モ
親
子
、
親

一
羽
子
八
羽
を
見
た
の
は
六
月
九
日
で
し

た
。
お
ぼ
つ
か
な
い
動
き
で
な
ん
と
か
親

ガ
モ
に
寄
り
添
う
子
ガ
モ
の
姿
に
言
葉
を

失
い
、
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
三
度
も
カ
ル
ガ
モ

親
子
を
見
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
増
水
し
た
川
の
魚
道
に
足
を
と
ら
れ
な

が
ら
も
、
懸
命
に
昇
ろ
う
と
す
る
姿
に
、

「
頑
張
れ
！
頑
張
れ
！
」
と
思
わ
ず
声
が

出
た
の
は
私
一
人
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
精
道
小
学
校
の
福
富
先
生
か
ら
は
、

白
井
池(

神
戸
市
東
灘
区
深
江
北
町)

で
生

ま
れ
た
ら
し
い
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

ノ
コ
ノ
コ
と
親
を
先
頭
に
一
列
で
歩
く
姿

を
想
像
す
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。
見
物
す

る
人
が
日
増
し
に
増
え
、
心
を
一
つ
に
し

て
、
学
童
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
人
、
愛

犬
家
に
協
力
を
求
め
る
人
、
餌
を
与
え
る

人
、
と
そ
れ
ぞ
れ
に
気
づ
か
っ
て
い
る
様

子
に
心
う
た
れ
ま
し
た
。

　
無
事
に
巣
立
つ
日
ま
で
、
優
し
く
見
守

り
た
い
も
の
で
す
。

【
原
稿
を
頂
い
た
後
、
七
月
七
日
以
降
カ

ル
ガ
モ
親
子
は
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
前
に
三
日
間
ほ
ど
、
鎖
を
解
か
れ
た

飼
い
犬
に
カ
ル
ガ
モ
が
追
い
か
け
ら
れ
て

す
み
か

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
原
因
で
、
住
処

を
移
し
た
と
す
れ
ば
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
芦
屋
川
畔
の
よ
う
な
、
人
の
い
る
場
所

で
犬
を
解
き
放
つ
こ
と
は
、
県
の
条
例
で

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。(
広
報
課)

】

芦
屋
川
の
カ
ル
ガ
モ

業
平
町
　
　
内
田
　
巌

「
芦
屋
芸
術
村
」
が
誕
生

西
蔵
町
　
　
日
城
　
正
雄

　
兵
庫
県
武
庫
郡
精
道
村
が
昭
和
十
五
年

に
市
制
を
施
行
し
、
芦
屋
市
に
な
っ
て
今

ち
ょ
う
ち
ん

年
で
六
十
年
で
す
。
提
灯
行
列
で
祝
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
堤
防
の
松
並
木
や
松

林
、
白
砂
の
海
辺
に
は
網
舟
が
並
ん
で
い

ま
し
た
。
育
っ
た
所
は
海
に
近
く
、
地
名

は
精
道
村
打
出
字
一
本
松
で
し
た
。

　
現
在
、
兵
庫
県
下
の
自
治
体
は
市
町
ば

か
り
で
「
村
」
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

近
代
化
さ
れ
た
都
市
生
活
に
慣
れ
物
質
的

に
は
豊
か
に
な
っ
て
も
、
失
っ
た
り
忘
れ

て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
事
を
思
う
時
、
か
つ
て
の

「
村
」
や
「
村
人
」
た
ち
の
暮
ら
し
や
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
に
人
間
社
会
の
原
点
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
感

は
ぐ
く

性
を
高
め
情
操
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
場

が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
思
い
が
通
じ
た
の
か
、
芦
屋

市
に
「
村
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
自
治
体
で
は
な
く
、
特
定
非
営
利
活
動

団
体
と
し
て
の
『
芦
屋
芸
術
村
』
が
で
き

た
の
で
す
。
芸
術
文
化
を
身
近
に
、
次
代

を
担
う
人
づ
く
り
に
も
役
立
つ
こ
と
を

願
っ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
催
し(

村
ま
つ

り)

が
試
み
ら
れ
ま
す
。
還
暦
を
迎
え
た
芦

屋
市
で
す
が
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
芸
術

村
の
「
村
ま
つ
り
」
を
通
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩園町のアカマツの岩園町のアカマツの�
幹にとまるコゲラ幹にとまるコゲラ�
岩園町のアカマツの�
幹にとまるコゲラ�

午後２時～　　　ダンスステージ
午後３時～　　　バンドステージ
午後４時～　　　音楽ステージ　
　　　　　　　　出演：河内屋菊水丸
午後５時～　　　吹奏楽ステージ
　　　　　　　　出演：潮見小学校金管バンド
　　　　　　　　　　　山手中学校吹奏楽部
　　　　　　　　　　　精道中学校吹奏楽部
　　　　　　　　　　　潮見中学校吹奏楽部
　　　　　　　　　　　県立芦屋高校吹奏楽部
　　　　　　　　　　　県立芦屋南高校吹奏楽部
午後６時35分～　ダンスステージ
午後７時20分～　セレモニー
　　　　　　　　来賓挨拶
　　　　　　　　交換留学生挨拶
　　　　　　　　ポスター応募者表彰
午後７時45分～　バンドステージ
　　　　　　　　出演：キャッツ

【浜風の家の催し】
●内容…①親子でリズム、親子
でうたを②夏休み紙芝居ランド
③第12回浜風コンサート(ジャ
ズコンサート)④第13回浜風コ
ンサート(浜風にさそわれて)⑤
コンピューター講座～入門編～
⑥１日工作教室～わりばし鉄ぽ
う～⑦インターネットで遊ぼう
⑧絵画～色のつくり方～⑨折り
紙(百円塾)～昆虫採集をしよう
～⑩ゲームで遊ぼう⑪おはなし
の会●日時…①８月１日(火)、
31(木)16時～17時②８月３日
(木)、19日(土)14時～15時30分
③(日時については下記へ)④８
月６日(日)18時30分～19時30分
⑤８月９日(水)13時30分～14時
30分⑥８月12日(土)13時30分～
15時⑦８月19日(土)13時30分～
14時30分⑧８月17日(木)14時
30分～16時⑨８月26日(土)14時
30分～16時⑩８月27日(日)14時
～15時⑪８月30日(水)11時～11
時40分●会場…浜風の家、い
ずれも詳細は下記へ●連絡先…
浜風の家(135-5700)

【第41回芦屋市民将棋大会】
●日時…８月20日(日)10時～16
時●会場…市民センター401室
●対象…市内在住・在学・在勤
(初段以上、初段以下、小・中
学生の３クラス)●費用…大人
1,000円、小・中学生500円●連
絡先…芦屋将棋協会・井上
(122-9029)

【美しくて楽しい 女人の舞楽】
●日時…８月25日(金)18時30分
～●会場…ルナ・ホール●内容
…レクチャー、実演ほか●費用
…前売券：一般2,000円、中・
高・大学生1,500円、小学生500
円●連絡先…女人舞楽・原笙会
(123-1886)

【福祉バザー】
　日用品・衣料・電気用品等バ
ザー用品の提供をお願いしま
す。●日時…９月15日(金)･16
日(土)10時～15時●場所…芦屋
みどり福祉作業所●連絡先…芦
屋みどり福祉作業所・大澤(1
／FAX31-4001)

【歴史に親しむつどい】
●日時…９月20日(水)10時～11
時30分(毎月第３水曜日)●会場

けいそ

…市民センター●内容…荊楚歳
時記●講師…布目潮　氏(大阪
大学名誉教授)●会費…月1,000
円(５カ月分前納)●連絡先…大
塚(10798-72-3851)

【夏休みこども自由アトリエ】
●日時…８月中の火曜・水曜日
に２回、15時30分～17時30分
●内容…絵画、立体工作など●
対象…３歳～中学生●会場…高
浜町内●費用…2,500円●連絡
先…芦屋児童美術教育研究会・
上住(123-5467)

【演劇と歌を楽しみませんか】
　芦屋市民フェスティバルに参
加します。
●対象…男女年齢不問●日時
…第２・４水曜日、18時～21
時●会場…市民センター●会
費…2,000円／月(他に諸費用
30 0円／月)●連絡先…劇団
ASAミュージカル・阿部(132-
1984)
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市田能５丁目)、JR芦屋駅集合の上、バス
で浄水場へ●対象…市内在住の小学生と
保護者20組(40人)●申し込み…往復はが
きに住所・氏名・年齢・電話番号を記入
の上、８月10日(木)＜消印有効＞までに
下記へ(はがき１枚につき２人１組、応募
多数の場合抽選)●問い合わせ…阪神水道
企業団総務部庶務課文書広報係(〒658-0073
神戸市東灘区西岡本３丁目20-1　1078-
431-1894)

┃第12回 市民ふれあい広場
●日時…８月５日(土)16時～21時(雨天中
止)●会場…JR芦屋駅北側広場(タクシー
ロータリー)●内容…①物販、飲食、ゲー
ムなどの出店②ステージイベント●問い
合わせ…芦屋都市管理1(138-2500)

┃阪神芸術祭オープニングイベント
●日時…９月２日(土)18時30分～●会場
…尼崎市・アルカイックホール●内容…
①猪名川源流太鼓②講演③オペラガラコ
ンサート④合唱組曲「スサノヲ」●申し
込み…下記へ(先着順、要整理券)●問い
合わせ…国際文化課(138-2008)

┃兵庫のまつり ―ふれあいの祭典
┃～兵庫県身体障害者作品展～
●期間…８月28日～９月３日●会場…兵
庫県民会館特別展示室●募集作品…絵画
・書・写真・手芸ほか●応募資格…県内
(神戸市除く)在住の身体障害者(児)●申し
込み…８月９日(水)までに福祉課障害福
祉係へ(138-2043／FAX38-2178)●問い合
わせ…県身体障害者福祉協会(1078-242-
4620／FAX078-242-4260)

┃全国身障者スポーツ大会「きらりん
┃ぴっく富山」開・閉会式入場整理券
┃の申し込み
●日時…開会式10月28日(土)閉会式10月
29日(日)●会場…富山県総合運動公園富
山県陸上競技場(JR富山駅から無料シャト
ルバスあり)●申込期間…８月１日～31日
●申し込み…福祉課障害福祉係(1 38 -
2043)●問い合わせ…きらりんぴっく富山
入場整理券係(1076-444-8600／FAX078-
444-8598)

6/10～7/9までの受入順(敬称略)
保健福祉部総務課取り扱い分
［社会福祉のために］
●１万円、匿名 ●500万円、故辻晶子ご遺族
社会福祉協議会取り扱い分
●２万円、大永順一●1,000円、匿名●３
万円、野田ミユキ●２万円、匿名

　
今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
立
会

人
か
ら
見
た
投
票
所
風
景
を
お
伝
え
し

ま
し
ょ
う
。
　

　
午
前
六
時
四
十
五
分
、
市
の
職
員
・

立
会
人
が
集
ま
り
、
「
今
日
一
日
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
の
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー

ト
。
　

　
七
時
に
な
り
、
一
番
乗
り
の
か
た
に
投
票
箱
の
中
が

空
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
厳
重
に
鍵
が

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
投
票
す
る
人
を
決
め
て
こ
ら
れ
た
か
た
は
、
さ
っ
さ

と
書
い
て
立
ち
去
ら
れ
、
決
め
て
い
な
い
か
た
は
、
一

生
懸
命
候
補
者
名
簿
を
見
な
が
ら
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
後
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

　
今
回
は
、
投
票
用
紙
が
三
枚
で
し
た
が
、
淡
い
色
で

の
色
分
け
だ
っ
た
の
で
、
投
票
箱
に
間
違
っ
て
入
れ
か

け
る
人
が
多
く
、
も
う
少
し
分
か
り
や
す
い
色
に
す
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
投
票
終
了
ま
ぎ
わ
に
な
っ
て
駆
け
込
む
人
も
あ
り
、

朝
七
時
か
ら
夜
八
時
ま
で
の
十
三
時
間
の
長
い
一
日
が
、

や
っ
と
終
わ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
年
金
係
　
1
#8 

２
０
３
６

一般世帯

　
市
営
住
宅
に
入
居
希
望
さ
れ
る
か
た
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
今
回
の
登
録
は

被
災
世
帯
お
よ
び
一
般
世
帯
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
受
け
付
け
後
、
資
格
審
査
を
行

い
、
有
資
格
者
を
登
録
し
、
現
在
あ
る
空

き
家
と
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
空
き
家
を
、

被
災
世
帯
を
優
先
し
て
住
宅
困
窮
度
の
高

あ
っ
せ
ん

い
か
た
か
ら
順
に
斡
旋
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

　
八
月
十
七
日
〜
九
月
十
八
日
〈
土
・
日

曜
は
除
く
。
た
だ
し
、
九
月
十
五
日

(

祝
・
金)

、
十
六
日(

土)

は
受
け
付
け
ま

す
〉
に
住
宅
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
案
内
書
の
配
布

　
八
月
十
四
日(

月)

か
ら
、
住
宅
課
、
市

役
所
玄
関
受
付
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
し
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
外
に

お
住
ま
い
の
被
災
世
帯
の
か
た
に
は
希
望

が
あ
れ
ば
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

住宅困窮者登録資格

市
営
住
宅
入
居
希
望
者
の
登
録
受
付

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
課
　
1
#8 

２
０
２
６

■家族が複数の世帯
次の①～⑤のすべてに該当するかた
①芦屋市内で居住していた住宅が被
災し、全壊(焼)または半壊(焼)の
罹災証明および家屋の解体を証明
できる書類を提出できるかた(市外
転出中の世帯も対象)
②申し込み世帯全員の収入の合計が
公営住宅入居収入基準に合致する
かた
③現在、住宅に困っているかた(持ち
家のかたは申し込みできません)
④保証人のあるかた
⑤現に同居し、または同居しようと
する親族等のあるかた
■単身世帯
　前記①～④のすべてに資格があり、
次のいずれかに該当するかた
○50歳以上のかた　
○身体障害者(１級～４級)、戦傷病
者、原爆被爆者、生活保護受給者、
５年を経過していない海外引揚者
のいずれかであるかた

■家族が複数の世帯
次の①～⑤のすべてに該当するかた
①市内に平成11年９月18日以前から
住民登録し、現在も市内に居住し
ているかた、または２年以上市内
に勤務しているかた

②申し込み世帯全員の収入の合計が
公営住宅入居収入基準に合致する
かた

③現在、住宅に困っているかた(持ち
家のかたは申し込みできません)

④保証人のあるかた
⑤現に同居し、または同居しようと
する親族等のあるかた

■単身世帯
　前記①～④のすべてに資格があり、
次のいずれかに該当するかた
○50歳以上のかた　
○身体障害者(１級～４級)、戦傷病
者、原爆被爆者、生活保護受給者、
５年を経過していない海外引揚者
のいずれかであるかた

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
　
1
#8 

２
１
０
０

～歌でつづる～　名曲コンサート2000

問い合わせ　文化振興財団事業部　131-4962

被災世帯

　
二
十
歳
以
上
の
学
生
は
、
平
成
三
年
度

か
ら
強
制
加
入
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
多
数
の
学
生
に
は
所
得
が
な
く
、

国
民
年
金
保
険
料
は
親
が
支
払
っ
て
い
る

の
が
一
般
的
で
す
。

　
親
も
学
費
や
仕
送
り
と
い
っ
た
負
担
の

上
に
保
険
料
ま
で
負
担
す
る
の
は
、
大
変

で
す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
背
景
に
、
親

の
負
担
を
解
消
し
、
学
生
が
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
特
例
制
度
が
平
成
十
二
年
四
月
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
納
付
特
例
制
度

は
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
承
認

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

か
た
は
、
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
学
生

　
大
学(

大
学
院)

・
短
大
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
な
ど
の
学
生(

夜
間
・
通

信
制
を
除
く)

●
学
生
の
所
得
の
基
準

　
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
、
六
十
八

万
円
以
下
の
人(

学
生
に
扶
養
親
族
等
が

あ
れ
ば
そ
の
数
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す)

●
学
生
の
納
付
特
例
期
間
の
取
り
扱
い

①
納
付
特
例
期
間
中
の
病
気
や
け
が
に
よ

り
障
害
が
残
っ
た
と
き
は
、
障
害
の
程

度
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

②
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
し
ま

す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は
入
れ
ま
せ

ん
。

③
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
十
年
以

内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　
「
国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
の
か

た
は「
現
況
届
」

を
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
受
給

者
の
か
た
は
「
所

得
状
況
届
」
を

八
月
十
一
日
か

ら
二
十
五
日
ま

で
の
間
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
を
期

限
内
に
提
出
さ

れ
な
い
と
、
八

月
分
以
降
の
手

当
が
支
給
停
止

■出展の資格　市内在住者(個人参加に限ります)　■応
募方法　官製はがきに郵便番号・住所・氏名・年齢・性
別・電話番号を記入の上、都市整備公社みどりの課へ郵
送　■締め切り　８月31日(木)＜必着＞　■公募人数　
先着50人　■創作条件と支給品　寄せ植え用の鉢と土を
無料で支給。ただし、植栽に要する花苗代等は個人負
担。作品のデザイン等は自由。支給品以外の容器も可
能。この場合鉢底から樹高まで120cm以内、横幅65cm以
内の作品とし、容器は丸型、角型不問　■審査日　10月
６日(金)　■展示会場　「植木まつり」会場(10月７日
～９日)　■賞および表彰・賞金　芦屋市長賞(賞金５万
円)、市議会議長賞(賞金３万円)、公社理事長賞(賞金２万
円)、入賞(アイデア賞、ファミリー賞等)７点(賞金５千
円)　■表彰式　植木まつり開会式終了後に行います

き
ま
す
。

●
手
続
き
の
し
か
た

　
年
金
手
帳
・
学
生
証(
学
生
と
わ
か
る
も

の)

の
写
し
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
年
金
係

の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　都市整備公社みどりの課
138-2103  (〒659-0064  精道町5-11)

第3回　芦屋花と緑のコンクール
出展者募集

　芦屋を花と緑でいっぱいにする、コンクールに出展し
てみませんか！

福祉課保護･母子福祉係(児童扶養手当)　138-2042
福祉課障害福祉係(特別児童扶養手当)　 138-2043

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
と
も

に
で
き
な
い
児
童
が
養
育
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
生
活
の
安
定
と

自
立
を
助
け
る
た
め

に
、
児
童
の
母
や
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

父
が
い
て
も
極
め
て

重
度
の
障
害
が
あ
る

場
合
等
に
は
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
支
給
期
間
は
十
八

歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
た

だ
し
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
保
護
・

母
子
福
祉
係
へ
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
二
十
歳
未
満
の
中
度
障
害
以
上
の
児
童

を
養
育
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
手
当
の
額
は
、
児
童

一
人
に
つ
き
重
度
障
害
児
は
月
額
五
万
千
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　阪神・淡路大震災から５年が経過しまし
た。市民の皆様の生活実態を把握し、今後
の施策の参考にするため、10月中旬頃に
「震災後の市民生活に関するアンケート調
査」を実施する予定です。そのアンケート
の調査項目を募集します。

「震災後の市民生活に関する
アンケート」の調査項目の募集

問い合わせ 企画課　138-2009
(〒659-8501  精道町7-6)

メールアドレス kikaku@city.ashiya.hyogo.jp

応募方法：はがき、または電子メールで８
月15日(火)＜必着＞までに企画
課「アンケート調査」担当へ。

手当月額

＊４人以上のときは、１人増えるごとに3,000円が加算されます。

福祉課からのお知らせ

■日時　８月26日(土)午後６時30分開演(午後５時45分開場)　■会場　ルナ・ホール
■料金　前売3,000円、当日3,500円(全席自由席)前売り券売り切れの場合、当日券の
発売はいたしません　■出演　ソプラノ：芦原昌子、斉藤言子、福永修子、西垣千
賀子　アルト：荒田祐子、井上和世　
テノール：田原祥一郎、畑　儀文　
バリトン：伊藤正、小村亮三　■伴奏
浅井康子、粂井謙三とベルマンドリー
ノ　■プログラム　椰子の実、さく
ら、里の秋、サマータイム、忘れな草
ほか　■チケット発売所　モンテメー
ル大蓄、市役所売店、市民センター内グリル業平、セシリア楽器、文化振興財団、
チケットぴあ、ローソンチケット

(例)調査項目
「暮らし向きの変化　震災による影響など」
「日常生活の変化　自宅等の周辺の状態
　(買い物先、街並み)など」

児童１人
全部支給
一部支給

児童２人 児童３人
42,370円
28,350円

47,370円
33,350円

50,370円
36,350円

白バラ
　だより

寄　　　付

┃和風園夜間当直介護職員募集
●業務内容…在園者の介護、施設管理(要
介護福祉士資格)●募集人員…１人(60歳
くらいまで)●勤務…週２～３回、午後５
時30分から翌朝７時45分(夜間仮眠)●賃
金…１勤務11,600円●期間…９月１日～
平成13年３月31日●受付期間…８月３日
～10日●申し込み…履歴書を持参または
郵送で下記へ●問い合わせ…養護老人
ホーム和風園(〒659-0012  朝日ヶ丘町39-
20　123-0485)

┃阪神福祉事業団職員募集
●職種…①指導員、寮母、②調理員●応
募資格…①高校(福祉関係資格または保育
士資格取得者で実務経験1年以上のかた)、
専門学校・短大・大学卒業(福祉を専攻ま
たは保育士または福祉関係資格取得者、
平成13年３月卒業および資格取得見込み
を含む)で、昭和51年４月２日以降出生者
②義務教育を修了したかたで、調理師免
許または栄養士免許取得者(平成13年３月
取得見込み含む)で、出生日が昭和45年４
月２日～昭和58年４月１日のかた●応募
期間…８月17日(木)まで
　問い合わせは、(社)阪神福祉事業団
(〒651-1412  西宮市山口町下山口1650-
26　1078-903-1661)へ。

┃女性センターからのお知らせ
＜再就職のためのパソコン入門講座＞
●日時…８月21日～25日10時～16時●会
場…浜風小学校●内容…Ｗord97の初歩●
対象…市内在住の50歳以下の男女で再就
職を希望し全日出席できるかた●定員…
20人(応募者多数の場合は抽選)●費用…
受講料5,000円、テキスト代1,600円●申し
込み…往復はがきに住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、女性センターパソコ
ン講座担当まで。
＊講座のアシスタント(ボランティア)を
募集しています。

＜女性センターミニ展示～飯田典子水彩
画展＞

●日時…８月１日～30日、９時～17時
(土・日除く)●会場…女性センター情報
コーナー
＜女性センター相談室＞
　女性の相談員が相談に応じます。予約
は、相談専用電話(138-2022)へ。
①女性の悩み相談(要予約)
●日時…毎週月曜日、13時～16時●相談
内容…夫婦・家族関係、こころの悩みの
相談など
②暴力に関する相談(要予約)
　夫や、親しい関係にある男性からの暴
力(DV)、セクハラなどに悩むかたのため
の相談窓口。
●日時…毎月第１水曜日、13時～16時(祝

日の場合は第２水曜日)●相談方法…面接
相談(出向けない事情がある場合は電話で
の相談)
　問い合わせは、女性センター(〒659-0092
大原町2-6  ラ・モール芦屋２階　1 38-
2023)へ。

┃技能功労者表彰推薦受け付け
　長年同一職種に専念してこられたかた
を、職種団体からの推薦を受けて表彰し
ます。対象は同一職種での経験年数が30
年以上、年齢が60歳以上で、ほかの技能
労働者の模範となる市内在住のかた。受
け付けは８月16日から25日までです。
　問い合わせは、経済課(138-2033)へ。

┃上宮川文化センター／児童センター
┃からのお知らせ
＜シネポケット“ひゅーまん”＞
●日時…８月２日「八月のクリスマス」
／９日「シンドラーのリスト」／16日
「太陽の帝国」／23日「モンタナの風に
抱かれて」／30日「リトルマン・テイ
ト」いずれも水曜日13時30分～●会場…
上宮川文化センター視聴覚室
＜夏休み親子パソコン教室＞
Ａ「パソコンでＴシャツをつくろう」(小
学校１～３年生と保護者)８月23日(水)10
時～12時　
Ｂ「インターネット体験」(小学生と保護
者)８月23日(水)13時～15時
●定員…Ａ、Ｂとも各６組12人(応募多数
の場合は抽選)●会場…上宮川文化セン
ター・パソコン室●費用…(教材費)Ａ
1,000円、Ｂ500円●申し込み…はがきに
①希望教室名(はがき１枚につき１教室)
②郵便番号③住所④氏名(親・子)⑤年齢
・学年⑥電話番号を記入し、８月９日
(水)までに上宮川文化センターへ。
※受講者へのみ、はがきで８月16日(水)
　までに連絡します。
＜卓球ひろば＞
●日時…８月４日・18日・25日(金)14時
～16時、利用時間は40分(卓球台数５台)
●会場…上宮川文化センター・ホール●
対象…小学生および保護者●申し込み…
当日３階ホールで(締め切り：15時30分)
＜夏休みこども映画会＞
●内容…『ガキ大将行進曲』●日時…８
月24日(木)①10時30分～11時45分②14時
～1 5時1 5分●会場…上宮川文化セン
ター・ホール●対象…小学生以上
　問い合わせは、上宮川文化センター(〒
659-0061  上宮川町10-5　122-9229)へ。

┃霊園盆季の墓参について
　８月11日～18日、終日開門します。車
両の乗り入れはできますが、混雑が予想
されます。周辺道路は全面駐車禁止です
ので、バス等をご利用ください。
　園内では、次の点にご注意ください。
①園内の水道は飲料水ではありません
②お供え物は、カラス等のえさになり墓
地が荒らされますので、必ずお持ち帰
りください
③不要物は必ずごみ箱へ捨ててください
　問い合わせは､霊園事務所(122-5825)へ。

┃精霊送りの受け付け
●受付日…８月15日(火)●会場・時間・
連絡先…①精道小学校グランド・16時～

19時・杉本(122-9158)②打出集会所・16
時～19時・中村(123-2329)③大原集会
所・14時～18時・石橋(131-8854)④阿保
親王塚南西角・16時30分～18時・石本
(122-5565)●問い合わせ…環境管理課(138-
2050)

┃子どもいきいきクラブ・子どもの部屋
●日時…８月12日(土)10時～12時●会場
…図書館集会室●内容…読書感想文の書
き方●対象…小学生●持ち物…筆記用具
●定員…先着40人(要予約)●問い合わせ
…図書館(131-2301)

┃国際交流協会からのお知らせ
＜モンテベロ市交換学生サヨナラパーティ＞
　帰国するジェシカさん、エリサさんの
送別会。
●日時…８月11日(金)17時～●会場…国
際交流協会●定員…50人●費用…一般
2,000円、学生1,000円
＜ACAトワイライトコンサート＞
●日時…８月18日(金)18時～19時●会場
…ラ・モール芦屋１階広場●出演…レイ・
オブ・スターズ(ハワイアン・バンド)
　問い合わせは、国際交流協会(1 34 -
6340)へ。

┃社会福祉協議会の催し
＜高齢者こころの相談・健康相談＞
●日時…８月９日(水)、21日(月)14時～16
時●会場…福祉会館
＜お茶のみ友達相談＞
●日時…８月19日(土)９時30分～11時30
分●会場…福祉会館●対象…男性60歳、
女性55歳以上の独身のかた
＜着脱介護講習会＞
●日時…８月20(日)10時～●会場…あし
やホームケアセンター(あしや聖徳園内)
●定員…20人
　問い合わせは、社会福祉協議会(132-
7530)へ。

┃都市整備公社みどりの課からのお知らせ
＜植木まつりフリーマーケット出店者募集＞
●日時…10月７日～９日、９時30分～16
時30分●会場…(仮)総合福祉センター建
設予定地(呉川町14)●内容…洋服、日用
雑貨等(食料品除く)●出店数…20店(先着
順、１店舗2.5m×３m程度)売場に駐車場
スペースなし●出店料…１日1,000円●申
し込み…下記へ電話で
＜夏の涼しげな寄せ植え講習会＞
●日時…８月25日(金)13時30分～15時30
分●会場…緑の相談所●講師…伊藤郁子
氏●費用…2,500円●定員…先着18人●締
め切り…８月18日(金)＜受講者全員に花
苗をプレゼント＞
＜緑の相談所　夏休みのお知らせ＞
　緑の相談所では、花壇等の計画や生垣
設置、緑化に関するご相談に応じていま
すが、８月16日(水)・18日(金)・21日(月)
は夏休みのため休業します。
　問い合わせは、都市整備公社みどりの
課(138-2103)へ。

┃阪神水道企業団猪名川浄水場見学会
　阪神水道企業団構成４市(神戸、尼崎、
西宮、芦屋)の皆さんのための見学会
●日時…９月９日(土)13時～17時●見学
場所…阪神水道企業団猪名川浄水場(尼崎

　旧三条小学校施設内(西側特別教室棟敷地)に残る同校のタイ
ムカプセルを山手中学校側に移設します。
日　時　８月20日(日)午後２時から、現地で関係者の立ち会い

のもと移設します。
対　象　第12回卒業記念・タイムカプセル(平成４年３月埋設)
　　　　第14回卒業記念・タイムカプセル(平成６年３月埋設)
　　　　第16回卒業記念・タイムカプセル(平成８年３月埋設)
　　　　第18回卒業記念・タイムカプセル(平成10年３月埋設)
　　　　＊その他のタイムカプセルは既に掘り出されています

　芦屋川にすむ生きものを調べて、川の水の状態
を確かめてみませんか。
日　　時　８月９日(水)午後1時～４時(雨天決行)
対　　象　小学生～中学生：20人(先着順)
集合場所　適応教室(元山手幼稚園)
持 ち 物　ビーチサンダルか濡れてもよい運動靴

筆記用具、タオル、帽子
申し込み　８月８日(火)まで＜土・日除く＞に環

境管理課へ電話で

旧三条小学校のタイムカプセルを移設します

問い合わせ　教育委員会管理部施設課　138-2086

「水生生物調査」をしませんか

問い合わせ　環境管理課　138-2051

■対象　70歳以上の市民(今年70歳になら
れるかたを含む)または60歳以上の身体障
害者手帳・療育手帳所持の市民　■利用期
間　９月１日～12月31日　■助成内容　１
回1,000円、１人につき利用券４枚　■申
し込み　８月１日～10月31日の間に、高年
福祉課またはラポルテ市民サービスコー
ナーへ(住所・氏名が確認できるものと印
鑑をご持参ください)

はり・灸・指圧などの利用料助成

問い合わせ　高年福祉課　138-2044

ラポルテ市民サービスコーナーは、
ラポルテ本館休館日のため、８月16
日(水)17日(木)は休業します

お   し   ら   せ

体育館・青少年センター競技場開放日
●日時…８月12日・26日(土)10時～17
時、１時間単位(待機者がなければ延長
可)●対象…市内の青少年、保護者(小学
３年生以下は保護者同伴)●種目…卓
球、バドミントン●問い合わせ…体育
館・青少年センター(131-8228)

問い合わせ



・芦屋病院�
　1：31-2156�
・保健センター�
　1：31-1586

・芦屋保健所�
　1：32-0707�
・環境サービス課�
　1：22-2155
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健�康�カ�レ�ン�ダ�ー�8/1s9/5
阪神芦屋駅から北へ200m

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

ツベルクリン反応検査�
ツ反判定・BCG接種�
�

貧血検査�

健康チェック�
（予約制）�

栄養相談（予約制）� 22日9:30～11:00（無料）�

健康相談�

妊娠お産の相談室�
（予約制）�

21日13:30～16:00

1歳児健康診査�

4カ月児健康診査�

委託医療機関で実施�H11.8月生まれ（無料）�

9月分予約受付中�
9:15～�

10月分予約受付中�
9:30～10:30

35歳以上（成人病予防11�
項目5500円）�

骨粗しょう症健診�
（予約制）�

20歳以上（1000円）�
超音波法�

H11.2月生まれ（無料）�

H9.4月生まれ（無料）�

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

9･23日�
13:00～14:00�
場所  保健所�

H12.4.1～15生まれ�
H12.4.16～30生まれ�
(無料)

1歳6カ月児健康診査�

3歳児健康診査�

17日13:00～14:00�
場所  保健センター�

3日13:00～14:00�
場所  保健所�

16歳以上→胸部X線・血�
圧・検尿（無料）40歳以上�
→前記の他 心電図・血液�
検査（400円）・歯科検診�
妊婦→血液検査（予約制）�

16歳以上（130円）�

成人を対象に医師による�
相談（無料）�

胃がん検診（予約制）�

1･15日�
13:00～15:00

子宮（頸部）がん検診�
乳がん検診�

30歳以上。子宮がん（1000�
円）乳がん（400円）�

随時（医療機関で診�
療時間内の午前中）�

大腸がん検診� 40歳以上（800円）、採便容�
器を渡し、とり方の説明�

受付随時。提出日：1･�

8･22･29･／ 日午前中�

3･10･17･24･28･�
31日9:15～10:30

35歳以上（1000円）�

今月はありません� ――――�

助産婦による相談（無料）�

育児相談� 21日9:30～11:00
主に乳児、母子健康手帳持参�
身体計測子育て相談（無料）�

なかよし育児教室�
（予約制）�

7日9:45～11:30
6～7カ月児�
母子健康手帳持参（無料）�

新生児訪問指導� 随時� 出生連絡票返送者�

アレルギー相談�
（予約制）�

アレルギー健診�
（予約制）�

28日 9:30～10:30 アトピー性皮膚炎等の�
相談�

24日 �
13:30～14:30

小児を対象に医師による�
健診�

在宅ねたきり予防�
訪問指導�

在宅ねたきり者�
歯科訪問指導�

市民健診�
（肺がん検診40歳以上）�

在宅で40歳以上の療養者�
（無料）�

在宅で60歳以上の寝たき�
り、準ずるかた（無料）�

随時、�
保健センターに�
お申し込みください�

保健センター�

国道２号線業平橋東へ150m

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

3歳児心の健診� 満3歳児�
しつけ子育て相談�

8･22日�
9:00～10:45

こども心の相談�
（予約制）�

ことばの遅れ、しつけ�
相談（児童精神科専門医）�

8日�
13:30～14:30

療育相談（予約制）�
子どもの発達について、�
専門医による相談�

一般健康相談（予約制）�
（事業所健診は申込制）�

精神障害者家族教室�
（要事前連絡）�

有料。入学・就職等の診断書�
作成  診察  尿･血液検査･X�
線･心電図･HIV検査�

芦屋保健所�

市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）�

21日�
13:30～14:30

4･18･／日�
13:00～14:00

24日�
13:30～16:00

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

老人の痴呆、不眠等相談�
（専門医と保健婦）�

心の相談（予約制）�
うつ、ノイローゼ、不眠、�
アルコール等専門医の相談�

22日�
13:30～14:30

アルコール問題に悩んで�
いる家族（要事前連絡）�

11日�
10:00～12:00

アルコール依存症�
家族会�

あじさいの会（痴呆性�
老人家族会）�

専門栄養相談�
（予約制）�
（栄養表示基準につい�
ても含む）�

おとしより心の相談�
（予約制）�

介護者のつどい�
託老希望者は要事前連絡�

21日�
13:30～15:30

1･8日�
10:00～12:00

歯の無料相談と健診� 23日13:00～14:30 歯科医師会館（無料）�

4･8･／日�
9:30～10:30
血液検査前�
4時間絶飲絶食�

2日�
13:30～14:30

検便（赤痢、Ｏ157等）�
水質検査�

有料。特殊項目水質検査�
などは第1・3月曜日�

家族の方の学習及び交流�

毎週月・火・水曜日�
9:00～12:00

9
1

9 5

91 対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類以
上の危険因子を有する方、食
物アレルギーにより除去食
を余儀なくされている方等�

水
道
の
修
理
は

　
「
芦
屋
市
指
定
水
道
工
事
事
業
者
」
へ

　
○
平
日
の
昼
間
は
水
道
部
へ

　
○
土
・
日
・
祝
日
は
市
役
所
へ

　
○
夜
間
の
修
理
は

　
　
左
の
業
者
が
待
機
し
て
い
ま
す
。

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【８月】夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

店　　名 ＴＥＬ 当番日

越智商会　　　　２２－３７０８ １、12、23

@大阪商会　　　３２－６３０２ ２、13、24

伸興設備@　　　２２－０３７９ ３、14、25

西岡設備工業所　２２－６９００ ４、15、26

種継水道商会　　３１－２９１４ ５、16、27

前忠工業!　　　３１－８５４８ ６、17、28

!みなと設備　　０７９８－３４ー７９４１ ７、18、29

#神明商会　　　２２－３５６５ ８、19、30

東山商会　　　　３１－１８８２ ９、20、31

中央水道工務所　２２－３５５２ 10、21

原田商会　　　　２２－０７０６ 11、22

②医療制度
９)11月２日(木)《一般公開講座》
　　　　　　　「家庭における救急処置について」
10)11月９日(木) ①食生活で気をつけること

②日常生活での運動
11)11月16日(木) ①生活習慣病と眼

②薬の正しい飲み方
12)11月22日(水) ①歯科からみた全身へのアプローチ
13)11月30日(木) ①卒業式、修了証書授与

②懇談茶話会
定　員　50人(予約制)
費　用　2,000円
その他　所定の回数を受講されたかたには、知事・

市長・医師会長からの終了証書を交付。
申し込み　８月25日(金)までに、下記のいずれかへ
問い合わせ　保健センター
　　　　　　芦屋市医師会  (132-2000)

●健康講座  ～乳がんについて～
日　時　８月24日(木)午後１時30分～３時30分
会　場　保健センター　２階
内　容　講義「乳腺疾患について」
　　　　講師：片岡外科院長・片岡三朗氏
　　　　実習「乳がんの自己検診法」
　　　　指導：保健婦
持ち物　バスタオル・健康手帳
定　員　20人(予約制)
問い合わせ　保健センター

●クローン病医療相談会
日　時　８月31日(木)午後１時30分～３時30分
会　場　芦屋保健所　衛生教育室
講　師　ベリタリス病院・奥井雅憲医師
内　容　講演と質疑応答(栄養士による相談有り)
問い合わせ　芦屋保健所健康課

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階)
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
８/６日 マキハタ歯科医院 打出町1-16

1２２－３２３３
８/13日 増田歯科医院 親王塚町11-15

1２２－５３５９
８/20日 シーサイド溝井歯科 高浜町7-2-105

1３２－１００８
８/27日 村岡歯科 東山町5-14-202

1３４－６４３０
９/３日 聖愛歯科医院 春日町1-11

1３２－０３５６
●夜間在宅輪番
※金曜日20時～23時は下記の通り。(　)内は診療科目
 ８/４日 上田内科(内) 1３４－１８７８
 ８/11日 岡内科、小児科医院(内、小)

1２３－０４０１
 ８/18日 筋師医院(内、小) 1２３－０６２７
 ８/25日 福岡外科医院(外) 1３１－５５８８
 ９/１日 松葉医院(内) 1２２－１６４１
※金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、9時～16時
　場　所…尼崎医療センター
　　　　　(尼崎市水堂町3-15-20  106-6436-8701)

午後１時30分～３時30分、
谷崎潤一郎記念館・講義室

時間・会場
９月６日(水)　観念小説の世界(「外科室」「夜行巡査」「義血侠血」)
10月18日(水)　山中異界の美女たち(「高野聖」「春昼」「春昼後刻」)
11月15日(水)　草陰の子どもたち(｢龍潭譚｣｢草迷宮｣)
12月20日(水)　芸の力(｢歌行燈｣｢五大力｣)

■会場　市民センター218室　■定員　各講座とも50人程度　■受講料　いずれも2,500円(４回分)　■申し込み　
８月３日(木)から受け付け開始。火曜日を除く午前９時から午後５時までに文化振興財団事務所(市民センター
２階)へ。先着順

■申し込み　往復はがきに(複数の講座も１枚のはがきで可)①講座名②住所③氏名④電話番号⑤年齢⑥性別を記入
し８月16日(水)＜消印有効＞までに公民館へ郵送。応募者多数の場合抽選(市内在住優先)､定員に満たない場合は､引
き続き先着順で受け付けます。■受講料　講座の初回に各講義室で。受講料は全回通しの金額。受講料の返金はで
きません。■託児　２歳児以上就学前の幼児。はがきに託児希望と記入してください。

定員・受講料日時・会場
80人
1,000円
託児あり

45人
1,000円
託児なし

45人
1,000円
託児なし
要材料費

８/26～10/14
全６回､土曜日
午前10時～11時30分
301室ほか

９/12～11/21
全７回､火曜日
午前８時55分～午後
４時中心　現地
９/８～11/24
全７回、金曜日
午後１時30分～３時
中心　201室ほか

「下水」の水質検査結果　下水処理場132-1291

用語の説明　【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い　【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる　【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。�

試験日�
項　目� 6月21日（水）� 7月5日（水）�

曇時々雨�
23.0

晴　れ�
29.0

23.5�
7.0�
60   �
83   �

590000

流入水�
24.0�
7.3�
4   �
7   �
1   

処理水�
25.5�
7.2�
45   �
58   �

490000

流入水�
25.0�
7.6�
2   �
4   �

N.D   

処理水�

活性汚泥�
法処理に�
よる基準�

5.8～8.6�
70以下�
20以下�
3000以下�

�前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

天　　　　　　候�
気　　　温 （:）�
検　水　名�
水　　　温 （:）�
Ｐ　　　Ｈ�
Ｓ　　　Ｓ（M /R）�
Ｂ　Ｏ　Ｄ（M /R）�
大腸菌群数（個/P）�

備　　　　　　考�

終戦記念日
海技大学校長　中村　峻

アン タ ン テ

■日時　８月26日(土)午後１時30分～３時　■会
場　市民センター・音楽室　■出演　水口聖子
(うた)、橋本都恵(バイオリン)、堀彩(フルート)、
堀早苗(ピアノ)　■内容　①楽しく歌いましょ
う：となりのトトロ、小さな世界　②クラシック
名曲：カノン、メヌエットほか　■申し込み　往
復はがきに参加者全員の氏名・子どもの年齢・住
所・電話番号を記入の上、８月10日(木)までに、
公民館へ

◇ 平成12年度＜後期＞　エイジレスライフセミナ－ ◇
問い合わせ　文化振興財団事業部　131-4962

問い合わせ　美術博物館　138-5432

◇ ＴＡＴＡＭＩサロン ◇

子どものための　夏休み名曲コンサート

問い合わせ　公民館　135-0700
(〒659-0068  業平町8-24)

ルールを守ろう～花火遊び～

問い合わせ
消防本部予防課　138-2098

◇ シニアのための文学講座 ―泉鏡花を読む ◇
問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　123-5852  (〒659-0052  伊勢町12-15)

◇ 平成13年度　市民ギャラリー　貸し出し受付開始 ◇

◇　夏 の 公 民 館 講 座　◇
問い合わせ　公民館　135-0700  (〒659-0068  業平町8-24)

　
八
月
十
五
日

は
終
戦
記
念
日

で
す
。
過
去
の

戦
争
を
反
省
し
、

そ
の
歴
史
的
な

教
訓
を
か
み
し

め
る
日
で
も
あ

り
ま
す
。
私
ど

も
海
事
分
野
に

生
き
る
者
に

と
っ
て
、
戦
争

と
海
運
の
関
係

世
界
大
戦
を
通
し
て
日
本
の
海
運
界
は
世
界

に
多
く
の
国
際
航
路
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
戦
争
に
必
要
な
多
量
の
輸
送
船
を
国
が

借
り
受
け
、
そ
の
借
料
、
す
な
わ
ち
巨
額
の

用
船
料
を
船
会
社
に
支
払
っ
た
結
果
、
そ
の

資
金
に
よ
っ
て
成
し
得
た
も
の
な
の
で
す
。

時
あ
た
か
も
欧
米
諸
国
の
富
国
強
兵
政
策
を

見
習
っ
て
、
貿
易
の
拡
大
こ
そ
が
わ
が
国
の

取
る
べ
き
道
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
工
業

化
の
推
進
、
市
場
の
拡
大
、
商
船
隊
の
整
備

を
必
要
と
し
た
の
で
す
。
特
に
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
主
戦
場
が
欧
州
に
あ
っ
た
た
め
、
こ

こ
で
の
生
産
が
減
退
し
物
資
需
要
の
激
増
は

み

ぞ

う

日
本
産
業
界
に
未
曾
有
の
大
盛
況
を
も
た
ら

し
た
の
で
す
。
今
様
に
言
う
な
ら
ば
戦
争
バ

ブ
ル
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
や
が
て

バ
ブ
ル
は
は
じ
け
、
昭
和
初
期
の
大
恐
慌
に

と
時
代
は
進
み
、
つ
い
に
第
二
次
世
界
大
戦

へ
の
路
線
を
進
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
大
戦
に
よ
り
日
本
商
船
隊
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
米
国

の
戦
略
は
日
本
へ
の
輸
送
路
の
遮
断
に
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
丸
腰
の
商
船
を
撃
沈
す
る
こ

と
で
し
た
。
結
果
と
し
て
開
戦
時
の
保
有
船

舶
数
の
八
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

二
、
五
三
四
隻
の
船
舶
を
失
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
六
万
三
三
一
名
の
船
員(

海
軍
戦

も
く
ず

没
者
の
約
三
倍)

が
海
の
藻
屑
と
な
り
ま
し
た
。

　
終
戦
後
生
き
残
っ
た
船
員
は
、
帰
郷
を
一

日
千
秋
の
思
い
で
待
ち
、
二
度
と
海
に
は
帰

ら
な
い
決
心
も
束
の
間
、
戦
後
直
ち
に
海
に

戻
り
六
百
四
十
万
人
の
復
員
と
帰
還
輸
送
に

を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
関
係
を
歴
史
的
に
見
る
な
ら
、
明
治
二
十

八
年
終
了
の
日
清
戦
争
を
は
じ
め
、
明
治
三

十
八
年
の
日
露
戦
争
、
大
正
三
年
の
第
一
次

従
事
し
た
の
で
す
。
戦
中
戦
後
船
員
は
実
に

よ
く
国
に
尽
く
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

国
は
船
員
に
何
を
報
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
八
月
は
、
戦
没
者
や
原
爆
犠
牲
者
の

慰
霊
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
の
隣
の
お
じ
さ
ん
は
終
戦
直
前

自
宅
で
爆
弾
の
破
片
に
当
た
り
亡
く
な
り
ま

し
た
。
や
は
り
戦
争
犠
牲
者
の
一
人
な
の
に

慰
霊
も
無
け
れ
ば
、
ま
し
て
や
何
の
保
証
も

し
ょ
せ
ん

な
い
。
戦
争
な
ん
て
所
詮
は
不
合
理
な
も
の
で

理
屈
を
こ
ね
て
語
り
つ
な
ぐ
よ
り
は
、
む
し
ろ

「
平
和
」
の
維
持
に
つ
い
て
語
り
つ
ぐ
方
が
大

切
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
言
う
と
芦

屋
市
制
施
行
六
十
周
年
な
ど
を
記
念
し
て
「
平

和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
芦

屋
市
民
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
。

【韓非子の思想】講師：岸田知子氏(高野山大学教授)
　日時：９月１日、10月６日、11月17日、12月１日のいずれも金曜日、午後１時30分～午後３時
【吉田松陰と幕末長州藩】講師：布引敏雄氏(大阪明浄大学教授)
　日時：９月４日、10月２日、11月６日、12月４日のいずれも月曜日、午後２時～午後３時30分
【謎がいっぱい浮世絵の世界】講師：中右瑛氏(浮世絵研究家)
　日時：９月８日、10月13日、11月10日、12月８日のいずれも金曜日、午後１時30分～午後３時

　今年から始めた「市民ギャラリー」は、好評のなかで秋季のギャラリーを迎えまし
た。来年度も市民ギャラリーを作品発表の場としてご利用ください。
■利用期間　１週間単位で(原則として火曜～日曜の６日間)　■使用料　５万円／１
週間(部屋とパネルの使用料を含む)　■対象　市内在住、在勤、在学(絵画教室等を含
む)の個人、グループ(出品する代表者が前記に該当すること)＊平成12年度に利用され
た個人または団体は、ご遠慮ください　■ジャンル　絵画(油絵、日本画、水彩画、墨
絵など)、工芸(陶芸、染色など)、写真ほか　＊異臭を放つもの、なま物、生花の展示
はできません　■申し込み　８月22日(火)から美術博物館・管理課へ。原則として、
先着順(同一期間が多数あれば、調整の上連絡)

（Ａ）　５／15～５／20
（Ｂ）　５／22～５／27
（Ｃ）　５／29～６／３
（Ｄ）　６／５～６／10
（Ｅ）　９／11～９／16
（Ｆ）　９／18～９／23
（Ｇ）　10／２～10／７
（Ｈ）　10／23～10／28

せんかんてい たたず

　谷崎潤一郎が住んだ京都・潺湲亭を模した日本庭園を眺める静かな佇まいの中で、谷崎潤一郎と関わりのあった作
家の優れた作品を味わい、講師との和やかな対話を交えながら、その作家の人と作品を理解していきます。今回は、
シリーズ第２弾として、第１弾で取り上げた永井荷風と同様、谷崎潤一郎に強い影響を与え、その唯美的作風が谷崎
と並べて論じられることも多い作家、泉鏡花を取り上げます。

第4回　芦屋ミュージックフェスティバル
出演者募集

問い合わせ　芦屋市共同募金会　132-7530
(〒659-0068  業平町8-5 社会福祉協議会内)

 　歳末たすけあいチャリティーコンサートとして、12月
16日(土)にルナ・ホールで行われるミュージックフェス
ティバル第１部出演者(軽音楽)を募集します。
　デモテープとプロフィールを８月30日(水)までに芦屋
市共同募金会へ送付してください。プロ・アマを問わ
ず、市内在住・在勤のかたなら参加できます。

■講師　三品理絵氏(神戸大学文学部助手)　■対象　65歳以上のかた　■定員　30人(希望者多数の場合は抽選)　
■受講料　2,400円(４回分の受講料、資料代、茶菓子代を含む。受講初日に会場で納入してください)　■申し込
み　往復はがきに住所、氏名、年齢を記入の上、８月11日(金)までに谷崎潤一郎記念館へ

　花火をするときは次のことを守って
ください。
①花火に書いてある遊び方をよく読ん
で必ず守りましょう。

②花火を人の家に向けたり、燃えやす
いもののある場所で遊んだりしない
ようにしましょう。

③風の強いときはやめましょう。
④水を用意しましょう。
⑤花火が終わったら、ごみは必ず持ち
帰りましょう。

講座名／講座内容／講師
■サイエンス・トピックス ―20世紀から21世紀へ
コンピュータは人間の頭脳をこえられるか／志水英二氏(大阪市立大学)
安全な水、おいしい水とは／讃岐田訓氏(神戸大学)
正常な細胞がガン化するメカニズム／山崎洋氏(関西学院大学)
バイオテクノロジーの進歩と倫理問題／室岡義勝氏(大阪大学)ほか
■講師と歩く健康山歩き(中級者向け)
歴史と自然と文化を訪ねて／近藤浩文氏(自然保護指導員)
紅葉を求めて神戸市立森林植物園へ／小舘誓治氏(人と自然の博物館)
秋の蛇谷・東お多福山を散策／山本順一氏(神戸の植物化石を考える会)ほか
■花と緑を楽しむ講座
秋のガーデニングにトライ！／野田輝雄氏(みどりの課相談員)
モンテベロばら園など市内散策／佃隆子氏(みどりの課相談員)
クリスマスのコンテナガーデン作り／前田典子氏(みどりの課相談員)ほか

日　程 内　　容

●母親学級  ～妊娠前期Ｂコース～
日　時　８月29日(火)午後１時30分～３時30分
および　「マタニティエクササイズ」
内　容　「妊娠中のからだ」
　　　　　(運動のできる服装で)
　　　　９月６日(水)午前10時～12時
　　　　「妊娠中の食事～貧血予防のヘルシー料理～」
　　　　９月19日(火)午後０時45分～３時
　　　　「歯科検診と歯の健康相談」
会　場　保健センター、市民センター別館料理室
持ち物　母子健康手帳、テキスト
費　用　テキスト代500円、調理実習材料費650円
定　員　25人(予約制)
問い合わせ　保健センター

●健康大学講座
日　時　９月７日(木)～11月30日(木)　全13回
　　　　いずれも午後２時～４時
会　場　芦屋市医師会医療センター
内　容
 １)９月７日(木) ①入学式

②上手に医師にかかるには
 ２)９月14日(木) ①中高年の膝のいたみ

②痴呆症
 ３)９月21日(木) ①脳卒中について

②骨粗しょう症と女性ホルモン
 ４)９月28日(木) ①介護保険制度について

②寝たきりを予防するために
 ５)10月５日(木)《一般公開講座》
　　　「あなたの健康はあなたの手のうちにある」
 ６)10月12日(木) ①おならとうんこ

②伝染する皮膚病
 ７)10月19日(木) ①脳梗塞などの血栓症の予防

②がん診療の現在
 ８)10月26日(木) ①たばこと耳鼻科のがん

■日曜・祝日救急当番医

大型ごみの収集日
　灯油缶より大きいものを目安にしてください。自転車を
出す場合には、必ず「不用品」と張り紙をしてください。
ステーション付近にはごみ以外は置かないでください。

　　　　　町　名・地　域
山芦屋・西山・西芦屋　　
朝日ケ丘(2-4、3-5、4-5・6・7を除く)
伊勢・竹園・浜芦屋・松浜
月若・三条・平田・奥池・奥池南
茶屋之・大桝・公光・業平・上宮川
宮塚・平田北
楠・春日
六麓荘・岩園
船戸・松ノ内・清水・前田
山手・奥山・三条南
東山・東芦屋
打出小槌・若宮・打出
大東・呉川
翠ケ丘
南宮・西蔵
大原・親王塚
朝日ケ丘(2-4、3-5、4-5・6・7)
津知・川西・精道・宮川
浜
高浜１～４
高浜５～10
若葉１～３・緑
若葉４～７
浜風・新浜・陽光
潮見

   ８月
　　21　
　　22　
　　23
　　24
　　25
　　26
　　28
１　29
２　30
３　31
４
５
７
８
９

10

11
12
14
15
16
17
18
19

  ９月
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　25
　　26
　　27
　　28
１　29
２　30
４
５
６

７

８
９
11
12
13
14
15
16
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■放送時間　午前６：00～午後11：30　(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
放送します)　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006
■CATV加入に関する問い合わせ　!ケーブルネット神戸芦屋(J-COM神戸・芦屋)　70120-181-344

８／１（９:30～）～８／15（～９:30）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

① ６:00
② ８:30
③ 11:00
④ 13:30
⑤ 16:00
⑥ 18:30
⑦ 21:00
① ７:00
② ９:30
③ 12:00
④ 14:30
⑤ 17:00
⑥ 19:30
⑦ 22:00

45

水道まめ知識

「
平
和
に
備
え
る
こ
と
…
国
際
の
平
和
」

「
平
和
に
備
え
る
こ
と
…
社
会
の
平
和
」

「
平
和
に
備
え
る
こ
と
…
心
の
平
和
」

「
戦
争
に
備
え
る
こ
と
」

二
つ
の
格
言

21世紀を平和の世紀へ

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055

　道路はみんなのものです。子どもや高齢
者、障害のあるかた、車いすを利用する人
が安心して通れるよう、安全で快適な道路
環境をまもりましょう。
　道路に置いたり、はみ出したりしている看板や商品等の不
法占用物件は、通行の妨げになるだけでなく、非常に危険な
場合があります。また、道路上空にはみ出して設置する日除
け・看板等は占用許可が必要です。既存で無許可のものはた
だちに申請してください。ご協力をお願いします。

問い合わせ　道路課　138-2062

道路は正しく使いましょう

　
二
十
世
紀
は
「
戦
争
の
世
紀
」
と
も

い
わ
れ
ま
す
が
、
戦
後
五
十
五
年
を
迎

え
、
市
民
の
約
七
割
は
戦
後
生
ま
れ
で

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
大
部
分
を
占

め
、”
戦
争
の
悲
惨
さ’

を
後
世
へ
伝
え

て
い
く
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
国
際
連
合
は
、
今
世
紀
最
後
の
年
で

あ
る
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
「
二
十
一
世

紀
を
平
和
の
世
紀
へ
」
の
足
が
か
り
と

し
て
「
平
和
の
文
化
の
た
め
の
国
際

年
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
芹

田
健
太
郎
氏
の
寄
稿
記
事
を
も
と
に
、

あ
ら
た
め
て
「
平
和
の
大
切
さ
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
平
和
を
望
む
な
ら
ば
、
平
和
に

備
え
よ
、
と
い
う
格
言
は
分
か
り

に
く
い
。
争
い
の
な
い
状
態
を
望

む
の
で
あ
れ
ば
争
い
の
な
い
状
態

つ
く

を
創
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
平

和
に
備
え
る
こ
と
の
核
心
は
、
人

間
を
一
人
ひ
と
り
尊
重
し
、
大
切

に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
人

間
の
尊
厳
に
基
づ
く
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ユ
ネ

ス
コ
憲
章
が
言
う
よ
う
に
、
「
戦

争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
」

と
り
で

の
で
、
心
の
中
に
平
和
の
砦
を
築

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
の

　
平
和
を
望
む
な
ら
ば
、
戦
争
に
備
え
よ
、

と
い
う
格
言
は
理
解
し
や
す
い
。
こ
こ
で

言
う
平
和
は
、
国
と
国
と
の
間
に
戦
争
の

な
い
状
態
を
指
し
て
い
ま
す
。
戦
争
に
備

え
る
こ
と
の
核
心
は
、
そ
こ
で
、
戦
争
を

仕
掛
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
昔
か
ら
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
武
力
を
養
う
こ
と
で

す
。
兵
器
を
蓄
え
、
兵
士
を
訓
練
す
る
こ

と
で
す
。

　
国
際
社
会
の
法
は
、
各
国
に
軍
備
自
由

の
原
則
を
認
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
十
世
紀
の
半
ば
ま
で
武
力
の
行
使
つ
ま

り
戦
争
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
を

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
各

国
は
争
っ
て
軍
備
拡
張
に
走
り
、
そ
の
結

さ
い
ぎ
し
ん

果
、
互
い
の
猜
疑
心
を
生
み
出
し
、
軍
事

同
盟
を
結
び
、
さ
ら
に
軍
備
の
強
化
を
行

う
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返
し
、
あ
げ
く

に
壊
滅
的
な
打
撃
を
互
い
に
与
え
合
っ
た

世
界
戦
争
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
も
、
歴
史
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

武
力
戦
争
に
よ
っ
て
多
大
な
破
壊
が
行
わ

れ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
軍
部
の
肥
大
は
民

主
主
義
を
も
破
壊
し
た
の
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
し
か
し
、
単
な
る

過
去
の
歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
で
も
、

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
武
力
紛
争
は
多
発
し

て
お
り
、
武
器
の
売
買
は
政
治
的
に
不
安

定
な
地
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
武
力
に

心
の
中
の
憎
悪
や
差
別
感
と
戦
う
こ
と
な

く
し
て
は
、
平
和
に
備
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ユ
ネ
ス
コ
の
説
く
「
平

和
教
育
」
、
「
国
際
理
解
教
育
」
の
神
髄

で
す
。

　
そ
し
て
、
単
に
心
の
問
題
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
国
際
的
な
法
的
枠
組
み
と
し

て
も
こ
の
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
、
日
本

も
加
入
し
て
い
る
国
際
人
権
規
約
の
う
ち

自
由
権
を
保
障
す
る
自
由
権
規
約
が
第
二

十
条
で
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

「
一
、
戦
争
の
た
め
の
い
か
な
る
宣
伝
も
、

法
律
で
禁
止
す
る
。
二
、
差
別
、
敵
意
ま

た
は
暴
力
の
扇
動
と
な
る
国
民
的
、
人
種

リサイクル家具・自転車などの展示会

寄稿：神戸大学大学院教授　芹田健太郎氏

よ
る
人
権
弾
圧
も
世
界
か
ら
多

く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和

を
求
め
て
武
器
に
頼
る
こ
と
は

決
し
て
良
い
結
果
を
も
た
ら
し

て
は
い
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
平
和
を
欲
し
て
戦
争
に

備
え
る
こ
と
の
愚
か
し
さ
は
、

十
二
分
に
心
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
人
間
が
愚
か
な
戦
い
を
好
む

性
向
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
五

百
年
も
前
に
、
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
を
著
し

た
ト
マ
ス
・
モ
ア
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
ま
す
。

　
「
戦
争(

ベ
ル
ム)

は
ま
さ
に
野
獣
的(

ベ

ル
ウ
ィ
ナ)

な
も
の
だ
が
、
し
か
し
ど
ん
な

野
獣
で
も
人
間
ほ
ど
絶
え
間
な
く
戦
う
も

―「平和の価値と平和の実現」―

て
、
そ
う
し
た
市
民
か
ら
な
る
社
会
は
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
ま
し
た(

毎
日

新
聞
社
『
平
和
へ
の
対
話
―
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ

カ
ー
氏
来
日
全
発
言
』
一
九
九
九
年
十
二

月
刊
参
照)

。

　
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
肝
心
な
こ
と
は
、

き
ょ
う
じ
ん

人
権
の
保
障
さ
れ
た
自
由
な
強
靱
な
社
会

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
の
点
で
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
ド
イ
ツ
も
日
本

も
そ
の
見
本
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ド

イ
ツ
も
日
本
も
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
・

民
主
主
義
の
徹
底
、
国
際
協
調
と
平
和
主

義
を
掲
げ
る
憲
法
の
も
と
で
、
世
界
に
誇

り
う
る
社
会
を
建
設
し
て
き
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
は
、
侵
略
と
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
に
見
ら

じ
ゅ
う
り
ん

れ
る
人
権
蹂
躙
に
つ
い
て
い
ち
は
や
く
謝

罪
し
、
賠
償
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
い
ち
早
く
加
入
し
そ

の
優
等
生
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
し
、
難

民
保
護
の
分
野
で
は
常
に
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
き
ま
し
た
。
再
軍
備
こ
そ
し
ま
し
た

む
ね

が
、
N
A
T
O
と
の
協
調
を
旨
と
し
て
い

ま
す
。
コ
ソ
ボ
の
空
爆
に
N
A
T
O
の
一

　
平
和
に
備
え
る
こ
と
は
、
し
か
し
、
心

の
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
四

月
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
元
ド
イ
ツ
大

統
領
で
、
「
歴
史
と
向
き
合
う
政
治
家
」

「
ド
イ
ツ
の
良
心
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て

い
る
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
博
士
が
来
日
さ
れ
、

西
日
本
で
「
平
和
へ
の
対
話
」
の
旅
を
さ

れ
ま
し
た
。
神
戸
で
は
、
私
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
、
貝
原
知
事
、
整
理

回
収
機
構
社
長(

当
時)

の
中
坊
弁
護
士
と

「
社
会
と
平
和
」
に
つ
い
て
対
話
を
重
ね

ら
れ
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
博
士
は
、
自
由
と
い

う
も
の
が
市
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
、
自
覚
し
た
市
民
、
個
々
ば
ら
ば

ら
に
さ
れ
た
市

民
で
は
な
く
連

帯
し
た
市
民
、

そ
し
て
、
公
平

な
分
担
を
強
く

意
識
し
た
市
民
、

に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
強

調
さ
れ
、
そ
し

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)フォーカス芦屋「絆は海を越えて―モンテベロ市紹介」

暮らしの情報「パソコン講座～はじめの一歩③」
とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

「くろまっちゃんの悲惨な夏の日～アウトドアの危機」
芦屋の人(＊) 　「中村修一さん(市議会議長)」
芦屋市民企画番組(＊)「夏を乗り越えよう　元気モリモリ自慢の食卓」
西宮ライブラリー　　町名の由来「鳴尾1」
撮りっきり芦屋(＊)　「ＫＩＤ’Ｓ　ＣＬＵＢ」「ライブラリーコンサート」
文字放送　　　　　　「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
市民の広場ＴＶ伝言板
ニッポンみたまま(30分番組)

Ｑ
　
「
水
道
か
ら
き
ま
し
た
。
」
と
言
っ
て

浄
水
器
を
売
り
に
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
市
で

あ
っ
せ
ん

斡
旋
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
　
市
の
水
道
部
が
物
品
の
販
売
や
斡
旋
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
を
訪
問
し
、
水
質

検
査
を
し
て
不
安
を
あ
お
り
高
額
な
浄
水
器
を
販
売

す
る
業
者
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
水

道
部
の
職
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
不
審
な
と
き
は
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

＊
水
道
水
は
滅
菌
の
た
め
塩
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
水
質
検
査
を
す
る
と
塩
素
反
応
が
出
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
　
水
道
部
総
務
課
　
1
#8 

２
０
８
０

用途地域の見直し素案の閲覧

問い合わせ　都市計画課　138-2073

日　時　８月10日～８月23日
　　　　執務時間中
会　場　都市計画課(市役所北館３階)

　限りある資源の再利用とごみの減量化を図るため、家具、机、
椅子、籐製品、自転車などを修理し再利用するリサイクル事業。

日　時　８月７日～８月13日(土・日も展示します)
　　　　午前９時30分～正午、午後１時～４時30分
会　場　環境処理センター旧管理棟２階展示室(浜風町31-1)
申し込み　市民のかたに限ります。多数の場合は抽選となります。
代　金　リサイクル品の修理等にかかる経費の一部(１万円以内)
※駐車場はあります。
※本の交換会も行います。不用になった本をご持参ください。

　
国
際
の
平
和
は
、
暴
力
に
よ
っ
て
物
事
を

解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
行
き
来
を
自
由
に

し
、
徹
底
し
た
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
確
保
で
き
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

偏
狭
と
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト

を
根
底
に
据
え
た
国
家
間
の
平
和
で
は
な

く
、
個
々
の
人
間
を
大
事
に
す
る
人
間
の
安

全
保
障
、
社
会
に
「
平
和
」
を
築
く
こ
と
が

　
平
和
に
つ
い
て
二
つ
の
ラ
テ
ン
語
格
言

が
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
つ
は
、Si vis pacem

, para

bellum
(

平
和
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
戦
争
に

員
と
し
て
加
わ
っ
た
の
は
、
そ
こ
で
の
民

族
浄
化
政
策
に
自
国
の
か
つ
て
の
ユ
ダ
ヤ

人
虐
殺
の
悪
夢
の
再
来
を
見
た
の
で
、
な

ん
と
し
て
も
許
さ
な
い
、
と
い
う
固
い
決

意
か
ら
で
し
た
。

　
日
本
で
は
戦
後
五
十
年
の
間
に
平
和
主

義
を
守
り
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
民
主

主
義
を
育
て
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ

と
に
、
南
京
大
虐
殺
と
か
七
三
一
部
隊
に

よ
る
人
体
実
験
と
か
慰
安
婦
問
題
と
か
、

第
二
次
大
戦
中
の
人
権
蹂
躙
に
つ
い
て
は

十
分
に
検
証
し
な
い
ま
ま
、
経
済
主
義
で

対
外
関
係
を
処
理
し
て
き
て
し
ま
っ
た
う

ら
み
が
あ
り
ま
す
。
辛
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
痛
み
を
共
有
し
つ
つ
、
も
う
少

1941年、中国(旧満州)生まれ。
神戸市在住。京都大学法学部卒。
京都大学法学修士(国際法)。
神戸商船大学助教授を経て、1981年神
戸大学法学部教授、1993年神戸大学大
学院国際協力研究科教授(法学部教授
兼任)、同研究科長を歴任。
著書として『憲法と国際環境』『永住者の
権利』『普遍的国際社会の成立』『島の領有と経済水域の
境界画定』などがある。

芹田健太郎(せりた・けんたろう)氏

　国連は新たなミレニアム(千年紀)の始まる西暦2000年を、
ユネスコが提唱した「平和の文化国際年」と定めました。こ
れは世界を｢戦争と暴力の文化｣から｢平和と非暴力の文化｣に
転換させることを目標に、世界中の人々が日々の生活の中で、
できることから行動をはじめるよう呼びかける運動です。

2000年は「平和の文化のための国際年」

　「平和」とは戦争がない状態のみを指すのではありません。
日々の暮らしの中で差別や偏見も止むことない「争い」です。
どうすれば平和を「文化」にすることができるのでしょう。
　それを考えるための材料は身近なところにたくさんあるは
ずです。(日本ユネスコ協会連盟のホームページht t p : / /
www.unesco.or.jpより)

平和について改めて考えるきっかけの年

備
え
よ)

で
あ
り
、
ほ
か
は
、S

i 
vis

pacem
, para pacem

(

平
和
を
欲
す
る
な
ら

ば
、
平
和
に
備
え
よ)

で
す
。
つ
ま
り
、
平

和
を
欲
す
る
と
き
、
ひ
と
び
と
は
二
つ
の

的
ま
た
は
宗
教
的
憎
悪
の
唱
道
は
、
法
律

で
禁
止
す
る
。
」

　
日
本
に
は
直
接
に
戦
争
宣
伝
を
禁
止
し
、

差
別
等
の
扇
動
と
な
る
憎
悪
の
唱
道
を
禁

止
す
る
法
律
は
あ
り
ま
せ
ん
。
立
法
化
す

る
問
題
は
、
言
論
の
自
由
、
表
現
の
自
由

と
か
ら
み
、
難
し
い
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
、
政
府
の
説
明
で
は
、
憲
法
第
九

条
の
規
定
の
ほ
か
各
種
の
法
律
規
定
に

よ
っ
て
、
法
律
を
作
る
ま
で
も
な
く
、
十

分
に
対
応
し
て
い
る
、
と
い
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
十
分
に
考
え
る
べ
き
こ
と
で

し
ょ
う
。

日　時　８月４日(金)午前９時30分～午後８時10分
会　場　淡路夢舞台国際会議場・花博会場
内　容　・講演会　｢出会い旅 ―人・夢・あたたかさ―｣
　　　　　講　師　山口崇氏
　　　　　(淡路夢舞台国際会議場)午後１時～３時
　　　　　(開会行事含む)
　　　　・淡路市町イベント・ミニライブ＜ＢＯＲＯ＞
　　　　　(花博会場ふれあいステージ)午前10時30分～
　　　　・ハートフルライブ＜ＢＯＲＯ・ＴＡＥＫＯ・多々良誠ほか＞
　　　　　(花博会場野外劇場)午後6時～８時10分

◆差別をなくそう県民運動◆

「チョッちゃん物語」

激動の時代を、妻として、母として、家族
のきずなを大切にし、明るく、たくましく
生きてきた黒柳徹子さんの母黒柳朝さんの
生き方をモチーフに｢平和の大切さ｣「生命
の尊さ」を感動的に描いた作品です。

「差別をなくそう県民運動」協賛事業

◇ひょうご・ヒューマンフェスティバル2000 in 淡路◇

日　時　８月７日(月)
　　　　①午前10時30分～11時50分
　　　　②午後1時30分～２時50分
会　場　市民センター音楽室
定　員　各150人(当日先着順)

問い合わせ　(財)県人権啓発協会　1078-242-5355

日　時　８月６日(日)午後１時～１時54分
放送局　サンテレビジョン

◇映画のテレビ放映◇

みんなで考えよう“平和と人権”アニメーション映画上映会

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055 の
は
な
い
と
し
て
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
人
は
戦

争
を
極
端
に
嫌
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
ほ
と

ん
ど
の
す
べ
て
の
民
族
の
風
習
と
は
反
対

に
、
戦
争
で
求
め
ら
れ
る
栄
光
以
上
に
恥

ず
べ
き
も
の
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

(

中
央
公
論
『
世
界
の
名
著
』
二
十
二
巻)

や
り
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
の
で
す
。
戦
争
に
備
え
る

こ
と
と
平
和
に
備
え
る
こ
と
と

で
す
。
こ
の
二
つ
の
考
え
は
、

い
つ
で
も
ひ
と
び
と
の
な
か
に

同
居
し
て
い
ま
す
。

緑
濃
い
六
甲
の
山
、

青
く
澄
み
切
っ
た
空

清
ら
か
な
川
の
流
れ
、

夕
日
に
映
え
る
瀬
戸
の
海

こ
の
美
し
い
自
然
は
、

わ
た
し
た
ち
の
宝
で
あ
り
、

未
来
の
子
供
た
ち
に
残
す
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
の
願
い
で
す
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
願
い
に
背
を
む
け
る
か
の
よ
う
に

核
兵
器
は
増
え
続
け
、

世
界
を
破
滅
の
淵
に
お
い
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
の
廃
絶
は
、
今
や
、
全
人
類
の
死
活
に
か
か
わ
る

最
も
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、

最
大
の
願
い
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

戦
後
い
く
た
び
か
、

平
和
を
願
う
人
類
の
理
性
と
決
意
は
、

核
兵
器
の
使
用
と
核
戦
争
を
防
い
で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
理
性
と
決
意
を
信
頼
し
、

か
け
が
え
の
な
い
生
命
の
星
、
青
く
輝
く
地
球
を

笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
子
供
た
ち
に
残
す
た
め
、

い
ま
ふ
た
た
び
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

核
兵
器
を
廃
絶
す
る
よ
う
、
全
世
界
に
よ
び
か
け
ま
す
。

そ
し
て
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
の
厳
守
を

強
く
希
望
す
る
と
と
も
に
、

わ
た
し
た
ち
の
街
・
芦
屋
を
い
か
な
る
形
で
あ
ろ
う
と
も
、

核
兵
器
に
関
連
し
て
使
わ
せ
な
い
こ
と
を
自
ら
決
意
し
、

こ
こ
に
非
核
平
和
都
市
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

芦
屋
市
議
会 (

昭
和
六
十
年
十
月
十
五
日
決
議)

非
核
平
和
都
市
宣
言

し
こ
の
問
題
を
見
据
え
て
お
か
な
い
と
、

自
由
な
強
靱
な
社
会
を
創
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
国
際
の
平
和
を
築
く
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
国
際
社
会
か
ら
、
国
内
社
会
の

場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
暴
力
的
構
造
を
取

り
除
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
人
間
の
求
め
て
止
ま
な
い

「
地
上
の
平
和
」(pacem

 in terris)

が
普

遍
的
な
価
値
と
し
て
誰
に
で
も
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
と
な
る
の
で
す
。

※淡路夢舞台国
際会議場以外の
催し会場へは
「花博入場券」
が必要です。

内　容　「サンセット　サンライズ」
(平成８年度に淡路地域を舞台に制作)

兵庫県人権・同和教育研究大会阪神地区大会記念講演会

テーマ　「これからの人権教育」
　　　　～同和教育の創造的発展に向けて～
講　師　平沢安政氏(大阪大学教授)
持ち物　上履き

問い合わせ

芦屋市人権教育推進協議会事務局 (生涯学習課内)　138-2091

日　時　８月４日(金)
　　　　午前10時25分～11時55分
会　場　宮川小学校体育館
申し込み　電話で下記へ

＊この素案について意見のあるかたは、閲
覧期間満了の日までに市都市計画課まで
文書で提出してください。

　「阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市
建設計画)用途地域」(兵庫県知事決定)の市
素案について、次のとおり閲覧に供します。

問い合わせ　環境施設課 (環境処理センター内)　132-5391

８月は「道路をまもる月間」

芦屋市の人権
シンボルマーク
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